
































をすでに予示 しているように感 じられるか ら













りわ け重要 だ った。 また,ア ラビァ ン ・ナイ
ト風 に書 くな らば,そ の 「開け ごま」 は関西
大学幼稚 園だ ったのか も しれない。竹 中の設
計部 で担 当 した作品 のひとっであ るその幼稚
園が幸い 『新建築』 に取 り上 げ られ,続 いて
『JapanArchitect』『Casabella』「L'Archi-
tectured'Aujourd'hui』と,海 外の有力誌 に
次々 と掲載 された。 アメ リカで実務の経 験を
す ることなど非常 に難 しいあの時代,ワ シン
トンDCの 建築事務所 が35歳の日本人若手建
築家 を呼 び寄せて くれた背景 には,そ の よう
な幸運 に も恵 まれた,高 い国際的評価が あっ
た。
徳 岡氏 は,仕 事の内容 に限度 のあるワシ ン
トンDCを 離 れ,シ カ ゴに移 る ことになるが,
その時の,新 しい職場探 しの下 りが興味深 い。
ミース ・ファン ・デル ・ローエ,ミ ノル ・ヤ
マサキ,S.0.M.などの有名建築 事務 所 を,
給料 な どの条件 も含 めて品定 あ しなが ら訪 ね
歩 く話であ る。『近代建築 の目撃者』(佐々木
宏編 ・新建築社)と いう本があ るが,こ れな
どさ しずめ 「現代建築 の目撃者」 とい った と
ころだ ろう。 氏 は結局,C・F・ マ ーフィー
事務所 を選 び,1967年の夏 に帰国の途にっ く
まで,19世紀末以来 の商業建築 のメ ッカであ
る シカ ゴで,ア メ リカでの実務経験 を重 ねた。
帰国 し竹中工務店に復帰,大 阪本店設 計部
設計課長 となった。 この時期 の代表作 に 《東
洋紡績敦賀 ナイロ ン工場事務所》,《信越酢酸
ビニール堺工場事務所》,《藤沢薬品工業富士
工場PR館 》 などが ある。 ミース ・フ ァン ・
デル ・ローエを想起 させ る,シ カ ゴ仕込 みの

































































な言い方 にもなるだろうが 一 建築家,徳 岡
昌克氏が68歳にして一30数年前の渡米のと
きのように一 再びつ くったポー トフォリオ
であるように思 う。語 られる内容の純粋さと
熱意,そ して,本書をステップにまた飛躍 し
ようという若 さに満ちているという意味で,
それをポートフォリオと呼ぶことが許される
ならば。
